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今年は広島、長崎に原爆が投下されて75年目になります。2016年に被爆者の皆さんが始めた
ヒバクシャ国際署名は、全世界で2020年3月末現在、累計1184万3549筆になりました。

ご協力をお願いします

被爆75年、節目の年に
　今年は被爆75年、節目の年となりました。
私は、昭和十年生まれです。9歳の時、広島
で被爆。当時国民学校4年生。毎年夏の陽射
しを感ずる頃になると、あの日のことが思い
出されます。
　その日は登校日でした。2階の教室から校
庭に降りた時、オレンジ色の光を浴びました。
熱さは感じませんでしたが、何の光？と思う
間もなく、強烈な爆風とガラスの割れる音を
耳にしました。これが「ピカドン」だったの
です。急いで教室に駆け戻ると、教室は無茶
苦茶になっていました。窓越しに見ると南の
方には大きな雲のかたまりが見えました。
　「原爆が落ちると、昼が夜になって、人は

みなお化けになる」と言った人がいました。
1945年8月6日広島、9日長崎と二つの都市は
一瞬にして「お化け」の街になりました。私は、
当日の黒い雨とあの地獄のような光景を今も
忘れる事はできません。幼かった私たち被爆
者もみな高齢者となりましたが、高齢に鞭打
ちながらも  「核兵器廃止」「ふたたび被爆者
をつくるな。」「人類にとっての平和と核兵器
の非人道性」を訴えていきたいと思います。
　無言で死んでいった被爆者たちは言いたい
ことが山ほどあったはずです。だから、私た
ちは代弁者として、これからも平和な世界を
目指して、活動していきたいと考えます。

　皆さんに署名をお願いして、4年目になりま
した。10月の国連総会に最終提出の予定なの
で、9月が最終集約です。
　ヒバクシャの方々は80歳以上の高齢の方が
多くなり、彼らは自分が生きている間に核兵
器の廃絶を求めています。自分たちが受けた
同じ苦しみを味わわせたくないと願いながら。
3年前に採択された核兵器禁止条約は20条から
構成されており、核兵器の開発・保有・使用等
は全面的に禁止となる他、国は核兵器によっ
て被害を受けた人に対して医療を始め充分な
支援をしなければならないとなっています。

残念ながら、核兵器の被害を受けた日本は、
批准も署名もしていません。
　昨年、署名を呼びかける県内首長さんの写
真入りのポスターも作成、42市町村中38市町
村（2020.7）の首長さんに署名して頂きました。
　今年は新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、街頭署名も平和行進も中止になり、思
うように活動することが出来ませんでした。
　この署名が日本政府を動かし、核兵器禁止
条約に日本が批准する日が来るのを願って、
『署名をする人から、署名を呼びかける人』に
なりましょう。

まだ、署名されていない方はもちろん、署名をされた方は、まわりのまだ知らない方へお知らせください。

特別企画

コープぎふでは、41,569筆（3月現在）署名をいただきました。

　この署名は「後世の人びとが生き地獄を体験しないように、生きているうちに何としても核兵器のない世界を実現したい」

という被爆者の皆さんの思いから始まりました。そして、この署名が2017年核兵器禁止条約の採択につながりました。核兵器

禁止条約の発効には50ヵ国の批准が必要ですが、7月7日現在批准した国は39ヵ国です。日本をはじめ、全世界の国が批准する

ように、世界世論を動かしましょう。
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岐阜県原爆被爆者の会 会長　
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「ヒバクシャ国際署名」を
すすめる岐阜県民の会

『署名をする人から、署名を呼びかける人』に




